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その Ｈ の｡ ベタジ ーl紅1417 ゐり シェ ア さ れ る ま で ター教 え で･?

jL71ｓIｒfり･

河浦 はWJIJ ｙ から 準 陥 に か か る。

まF ･J ク.I べl‥ カー ド･や み ん な か ら の 色 々４ 便 り に 眼 を通

４こ二とからは じま・，てI　その 日 の 二｡１･一一ﾇ,をり｢-｡1-･ｙクし たり

レl.レ･ﾄ･ を そろ え た り　 出 演 打の 交渉 を したり　 ナンプー－jマ

イ ，そ し て　 その 口の 冊Ⅲ の 内 容 が決 まるの が３峙過 ぎ　4

1哨=前 には･りｰﾃ う イl･ 人 りJ- る。

その あ と は　 サうーラ イト に 来た 人 は　 知 ９ でいる日 れど･|

|lｙl{s分 か ら511 ぷま で と　51 昨30 分 か ら61 吻ま で　 サ テ ラ イ ト

前 の みん な とｰ 一緒 に レ:j － ドを 聞 い た り　 話 を した り し て楽

し く寸ご そ うとい うわ日。

もらろÅ　||,yと川 介 によ っ て は　 前 も ー｡，で取 材 を した り　 睡

い時111jかlj で準 備 十 る こ と も あ る 。

7’.召.Ｃ. Ｒａｊ加

柄Ｗ５ｊ卯～Ｐμ｢５｣昶
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安 田
立

り ４ -5

和

♂,-

安 田立 和　 卸る Å,ぞIllるｕ ング ，ｕ ン グ ーア ゴ ー－･

（長 い あ ご の ご と ）ｘ 夕 ，ツの111で･ 羨の ポ フブ ス

好 き　ツラッシ ，・デｆスクはこの人が選人でいる。

ス タジ オ縁Ｍ セブ ンか らじ ツト1111を ’lﾓみ だ 才 た め

に　　「|ﾐ命 を張 ，て　 レ コ ード?iiで 輸 人盤 を き きな

が ら 水 虫 を かいてい る時 が 一番楽し そ う。

今は 挾を分,｡,て しまｰ ，た ビ ート ル ズと.rlルlぞＸ ・

プ レ スリ ー を サ テ り イ1ヽに叶 びた い と　 吋愛 い なJ

りj　f･ 供 も 質に 入 れ　 短日1011j貯 金 に 梢 を出 して

い る。（ 人|咄j.il･1 ･|り, 劈 力だとf,iじ切-, ているから）

4j･テ ラ イ|‥ ス タ ジ オの う イl･ か強 す ぎ る の か

はた また 毛 限 活!Ｍ か 比･Ｋ的 弱 い の か　 ど う し

で もふ えない。　 この悩 み を１１１で¥ ，１分

でも １秒 で も 忘 ねよ うとfDIH こ没 頭 し
高橋千明　 色が|‘'』く

一･1でしEぷたを|| 本L}さ人

というなら　彼女も日本

美人｡

長い髪を切るのは失恋の,111E

拠といわれでいるか　ま･，た

今　御覧の ような栄光の礒=11い･μ!]が推

jlﾐしたのである。

く逆の坦 合一¥､ありi!1る とい うごとを証|腎1-る ため

に　 最近妊い撫髪をパッサり 切ってし卜 、た。

彼なに特技は？と闘くと　 即座に Ｉ駆岬足Ｉ　と答

えてくねた。小さい時 から男性に追いか日ら れ

必要に迫られてII!く な、たとい、ている。

少女･’Jほ い制には　 すぐ ″あなた好みの 久性″ に

変身できるかわいい&J性 である。″こんなな性がい

い″と思 う男性諸jl l,t ぐ|ﾐ 活 能力を身Ｌ二つけて

プロポーズしてみたまえ。

i吃女日｡き、と ″イエ ス″とい､｡､てくれるだろ う。

高 橋 千
明

あ・

{1.1を 琲 る,iltの 町 真３
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北村正路　スタ丿７中　･缶｡片い高橋干明科が産声をあげるﾋ卿こは　y, う

マイフの|掬でしやベ ー=，でいたという¬=fケのはえそうな人兄輩，

しかし　収部は出ていても　頭部は砂漠のオフシスでも　ａｐがび･，く

りするほど気持は衿く　ラジオから流jｕI･Iる声を聴いた聴収?7,11Mに’き

９と27・ 8だね″なんて
話しながら刃･テライ　トにやｰ，てきて，

ｕ Ｍの７

附から落ちたようにビックリギ:,－テン。

″へ一一一声と頗,-jてｰ-･致しないや″とブツブツいいながら帰.jでいく。

この小柄な身体からあふれ出るバイタリう･ツ ーが　スタジオ綜屋セブン

北 村 正 路

まさ み夕1

の牽引 力とな９ て現 在のような

|ltＷでも肖数の 人気缶組にのし

卜l, たい

皆 さん　 ど うか　 どうか ４ハゲ

オヤジ" なんていじめないでXX

X タジオ緑り,ヒブンスタートか

らのだー。た一 人の’|ﾐき残りl沼兵

を大切にしよう。

きょうは敬M; のli､，

小 野 美樹枝
み　j　jl

小野美樹丿賤　眼をキ=j ト キｊ卜させて　 尼l,‘-に公Ｍ:にくる。東にi几iに北

に南に席の暖 まるひまがない程よく勣く。眉孝的に行 き｡詰りを感ずると

剱iをたたいて みを,111=-に ・|ヽ野 美樹枝式思考II岬M 法である。rljl台に･1ﾐれ‘|ﾐ

粋の東北 人を認 じており　 硯北をいささかで も傷つ日るよ うなｊ'動 をは

吋ばyt:れま1=， 油をなめたスlでツツの111く　 抗 弁の側にヽy--Jという憎め

ない　一本気な面を持･-)。

破なの字のうまさには定,呼があり　　ラー／レ ターだけでもいい力･らIltい た

いという男性が吸を絶たずと,lh てヽくjl と 本A よ二頼まれた｡

｡111々 の欲求 不満をまぎらわ才ために　 毎=112 ～3 本の:7 － ラと　 １袋３

枚人りの,おせんべい 在･ｚ --･- ３ 袋　 む浪の中にしまいこんでいる。

伺を隠そう　絞 なのや-1･-るヒケツはこ ねた･，たので-ｈ

ＦＲ７’＆ Ｓｊバ『

紀田正昭　 彼のあの純貞｡な笑顔に魅せらわた女性

は　あまた　 址の数といわれている（物的証拠な

し） 頭の|:｡のや ヽさぴれてゆくＱ:原とは対間的に

11μF にしかｎ=つことの許さわない　っぶらな|啼が

尤る時　 触れてみたくなるような11f汲いII,序から

素晴らしいジーj フキーが溢れ出す。そレぐ　彼の

会話からは　兵庫県の叫探く猿とたわむねた　少

午峙代を令く思わせない ″デメヽ--` ナンダＨ－″

といｰ，たオノコの持陽ともいうぺき洗練された

たくましい外性的,ほ･iが飛び出してくる｡，

政は　無類のスポーツ好きで　チレビ中継か

始るとトイレに行く時間はもとよIJ　まば

た｡きする時間も惜しんで画面を1とりめ統

日る。どこまでも悪を榊み　‘|` illな叩:

の中をllj･く 作ろうと ヌ､タジｊ 緑Ｍセ

ブンで頑引&-･3でいる､、

紀 田 正 昭

島!L

及川弘子　　 独特の発恕と

水ず糾 考による,Iλ題の展開

を身4.1つ けた束北 でたｰ ，た　一

人の 久性である。

ＴＢｃ き-Ｊての敬いr･ であるとい

及 川 弘 子

ひ･ろ　　こ
日llが11も批当１

う自已暗 示にかか-Ｊた彼 此は　J,1近

エレ クト ーンにもＦを出している。行楽ｓ 覚 をIま!･

に身にり け　 歌Ｆに転業せん,と 考えたのか　 はた

丈将来の μ!り ）情操教育の 勁なの力・･････- Ｇ淮も知

らない ）

やｰ-，と 反らしく落ら芥いてきた彼 な　恋人が出米

たのか　 それとも ″女ひとり″’|ﾐきる覚恬が出米

たの力･‥･-･･｛やはり　ｊｊ｝||らない）

明朗　 快油な彼女に　 このI.コlレクトーン」ど お

佗」のII曾認がQI］flllなる彰俳をり･えるかは　 諸ja の

洞囃をＭ゙つほかはない
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松田 健一　 ｀|`安IIぷ代に'|ﾐまれていたら

さぞ　・lミナらにもては｡やされたであ

ろ う教養が　あふ れ出てしまったよう

なλII‰ そんな彼とi刀めて会-，た人は

25 ぐらいといい　71SG皮l,二の丿た声から

くるイメージからは26 ～28 じゃないか

ともいう。 しかし　 実際には　 本人が

いくら ジダン ダ鬘ぶんで11f片しがろうと
松 田 健

-

－　・　ミ　ミ　い　‾　゛〃●;l●w　－・・｢IIw･r　･" μ 心　　　　　　　　　　　　　　glj、　1ﾖも

歯 を 食 い し ぼ ろ う と　 部 犀 に カ ギ を 力引 よ う と　 レ コ一一 ド を

タ タ キ 刮 ろ う と　 時 は 無 貞 悄　 そ し ら ぬ ふ り レr' 過 ぎ て 行 き

:貧}代 は 十 ぐ そ こ ， 静 か に し の ぴ 寄- ｙ ｒ い る 。 し か し　 辰 は 出

て い な い し　 髪 も ｑ Ｍ 。 妊 く 却| い 足 が ｘ 本 も つll 政 う よ う に

運 ば れ て サ テ ス タ 人 り 。 カ ー トIJ ツ ジ は 人 丈 夫 か タ ー ン テ･ ‥

ツ 川,t 廻 る か　 人 念 な 調 べ 陣II 経 質 で‥ｎ ｏ Ｋ ７ か く し て

ｏ Ｎ ・ Ａ Ｉ Ｒ と な る の で あ る 。

この番組は　若者達みんなの参加によって作られていく

若者達の番紆|で
＝ ＝ す 。

若さが爆発し　激,倫となり　楽しい,排らいは

笑いを･よぷ｡

懐しい音楽が　そしてまた　まだ闘いたこと

もない　新しい曲がとびだ･j………-････-‥･

それが　スタジオ緑屋セブンです

☆緑屋仙台駅前店７階の

サうI'ライ|‥ スタジオに集ろう.／

☆重詰で蕎批に参ﾒjllしよう／

（0222 ）２３－２３７９

☆り パ 出| 吋 り

意兇を伝えよう／

仙む中央Ｑ区内　 東北放送ラジオ

スタジオ緑屋７の係（･謬鼎０一９Ｄ
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